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貴 族 と は 何 か
一西ヨーロッパ中世の場合一
江川 温
大阪大学
マルク ・ブロックは1939-40年 に刊行された彼の 『封建社会』の中で、以下のように述べて
いる。 「貴族(noblesse)の 名に値す るには、二つの条件を兼ね備 えなければならない。 まず
第一に、貴族が主張しているところの優越性を確認し、具象化する固有の法的身分をもつこと、
第二にこの法的身分が血統を通 じて伝 えられること。」 こうした貴族を彼は 「法的貴族」と呼
ぶ。そ して彼によれば、西欧でこのような意味での貴族身分ができてくるのは12世 紀以降で
あり、はっきりした形をとるのは13世 紀になってからである。封建時代第一期全体、並びに
それに直接先行する時期、つま り7,8世 紀から11世 紀までは、西欧社会は貴族身分なるも
のを知 らない。 しかしそれは、その時期の社会が平等主義的であったとい うことではない。
中世社会に先行するローマ帝国の社会と古代ゲルマン社会にはいずれも、法的貴族がいた。
つまりローマ帝国には元老院議員階級があり、帝国の高位官職を世襲的に保持 していた。家系
がこの階級に起源することは初期中世のローマ人たちにとっても、なお大きな誇 りであった。
古代ゲルマン社会にも 「エーデ リンゲ」(edelinge)や 厂アーデ レンク」(adelenc)と 呼ばれ
る特権的な階層があった。彼らは、初期中世のゲルマン諸法典では、流血事件が賠償で解決 さ
れる際に、命の値段をとりわけ高く見積 もられることになっていた。 しか しこのふたつの身分
は初期中世に消滅 した。7世 紀から9世 紀にも権門(aristocratie)は あり、それを支えたの
は富と国王への奉仕であった。これらも多くの場合父から子へと伝えられたが、急激な上昇 と
失墜の可能性を含んでお り、集団の内容はかなり流動的であった。
封建社会第一期(10,11世 紀)に はこの集団の一部の後継者に小領主からの 「成 り上がり」
家系が加わって国王や諸侯の階層を作る。彼 らの下には一般の戦士として活動する小領主の階
層があった。これら大小の戦士的領主たちには遠い先祖を誇るような意識はなかった。 この特
質か ら見ても彼 らを語の本来の意味で 「貴族」 と呼ぶことは憚 られる。それでも11世 紀ごろ
には、生活スタイルの共通性から、彼 らの中にひとつの階級に属しているとい う意識が生まれ
てくる。 「ノビリス(貴 族の、貴族)」 とい う形容詞は中世初期 にはさまざまな意味で用いられ
たが、11世 紀には戦士的領主階級全体を指す ようになる。 こうして11世 紀ごろには 厂事実 と
しての貴族」が生まれた。
ブロックによれば、12世 紀以降にこの 「事実としての貴族」が 「法的貴族」に変わってい
く。彼はここでは、もっぱら戦士的領主階級の底辺において他の階級との間に形成 される障壁
に注目している。その際に大きな役割を果たすのが騎士制度であるとい う。最初の段階では、
戦士的領主階級の成人男子のほとんどが 厂騎士叙任」を受けるようになる。次の段階では、先
祖に騎士を持っ人間が騎士叙任に相応 しいとい う観念が強ま り、先祖に騎士を持たない人間を
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騎士にすることにさまざまな制限が設けられる。最後の段階で騎士の子孫が明確に 「法的貴族」
として定義されるのである。こうした貴族身分形成のパターンはフランス、 ドイツにおいて見
られたものである。イングランドでは戦士的領主層のごく一部の上層部のみが政治的特権を持
っ 「議会貴族」(peerage)と なり、残 りは社会的には優越的地位を保 ちながらも身分的には
庶民である 「貴紳」(gentry)と なった。
今 日では、ブロックのこうした見取 り図に対し、かなりの批判が行われている。とりわけ中
世初期から封建時代に関する見方への批判が激しい。た とえば ドイツとフランスの封建社会を
比較 しながら精力的に発言を続けるカール=フ ェルディナン ト・ヴェルナーは、次のように主
張する。ある血統に連なる者が優越的地位や特権を得ている場合はそれを貴族(Adel)と 呼
ぶことができる。 しかしそれは必ず しも法によって定められる必要はない。身分や特権が統一
国家の法によって与えられることは、すでに貴族の力の衰退の印である。なぜなら、そうした
国家の枠組みができる前か ら貴族は存在 しているか らである。
彼 によれば、初期中世においてすでに貴族は存在 した。そしてこの時から封建時代の末期
(13世紀ごろ)ま で、貴族は閉鎖的集団 として連続 している。具体的に言えば、血L統が連綿 と
して連続 しており、またそのことへの自覚を含めて強力な貴族意識が一貫 して存在 している。
封建時代の前半においては戦士的領主階級の上層部のみが貴族であった。より下層の部分は徐々
に貴族に接近 し、13世 紀以降にようや く貴族に同化 していくのである。
ここではこの二つの見取 り図を対比 しながら、いくつかの論点について研究の動向と私の意
見を述べたい。まず貴族の定義についてであるが、それが特権的地位を事実上血統を通 じて保
持する階級であることについては、異論の余地はないだろう。 しかし当然のことながら、この
階級の性格はそれを包み込む政治支配体制のありようと関係 している。西ヨーロッパでは13
世紀から15世 紀にかけて、王国や領邦規模で貴族身分の輪郭が法的に定められるようになっ
た。特権の内容や地位の伝達についてのルールが明示的なものになるのはこの段階である。 こ
れに対して中世初期からこの時期までの支配階層の地位は、法的制度ではなく、もっぱら政治
的、経済的、社会的な力関係によって定められていたといえよう。ブロックとヴェルナーは異
なった方向からではあるが、 ともにこの区別に言及 している。 「権門」「事実としての貴族」
「法的貴族」といったことばを使い分ける必要があるか どうかはともかくとして、この区別を
意識 しておくことは重要である。
それでは、中世初期から12世 紀 ごろまで、支配階層は どのような身分意識を持 っていたの
か。大陸ではメロヴィング期、カロリング期には聖俗の重要な官職を継起的に占有する複数の
親族集団が認められる。ブロック以降の諸研究は、こうした階層の地位を支えたのが 「高貴な
出自」とい う広く共有された観念であったことを強調 している。そして同時代の多くの史料が
この見方を跡づけている。それらの史料は、ある個人の出自を称賛するのに著名な先祖や有力
な親族の名 を挙げており、また人を支配す るような地位には 「高貴な生まれ」の人間が相応 し
いとい う思想を繰 り返し述べている。この点では、すでに多くの研究者が指摘しているように、
ブロックの見解は修正されねばならない。 これ らの親族集団に 「貴族」とい う名辞 を用いるこ
とは妥当であると考えられ る。
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しか し当時の 「貴族性」の観念には相対性が強いとい うブロックの見方 もまた確認すること
ができる。ひとりの人間を 「貴族」(nobilis)と 呼ぶか どうかは状況次第であった。10世 紀初
に西フランク王国のシャルル単純王はロレーヌ出身のハガノンなる人物を重用 した。これに対
して、王国の有力者たちは 「あたかも王国に貴族がいないと言わんばかり」の政治姿勢だと批
判したとい う。この場合の 「貴族」は 「国王側近 としてふ さわしい」出自を意味する。他方で
は農民 レベルの 自由人が教会への土地寄進文書において 「貴族」 と呼ばれていた。当時の支配
階級は、さまざまな理由による 「貴族1生」の度合いによって序列化 されているといえよう。そ
してこのような 「貴族性」は男系でも女系か らでも受け継 ぐことができた。この点については
後述する。
次に、支配階層の上層は中世初期か ら12世 紀ごろまで、 どの程度血統の連続性を保ってい
たのかとい う問題がある。11,12世 紀の叙述史料はこれについて明確な答えを与えない。当時
のいわゆる家門史では家門の男系の祖はしば しば出自不明の英雄 とされているのである。この
問題を考える際には、ひ とっの非常に大きな困難がある。11世 紀ごろまで西ヨーロッパの人
名には、親子系統で継承す る姓がないのである。しかしこの欠如をある程度補 う要素もある。
個人名、あるいはその一部が、多 くの場合血統のつなが りに沿って継承 されたのである。(ゲ
ルマン人の個人名は一般に二つの要素の組み合わせである。 中世初期にはこの うちの一要素を
親族から継承する例が目立つが、カロリング時代以降は名前全体の継承が広く行われるよ うに
なる。)し たがってある家族の構成員の名前群 と別の家族のそれ とに共通性が見いだせる場合、
さまざまな史料が与えるその他の情報 と組み合わせ るならば、両者の親族関係の推定がある程
度まで可能である。こ うした作業は19世 紀から行われてお り、現代でもヴェルナーらが積極
的に用いている。
ヴェルナーはメロヴィング期の貴顕集団からカロリング期のそれへの強い連続性を主張して
いるが、これはもっぱら個人名あるいはその要素の共通性だけに依った見方であって、推論の
域 をでない。一般的にはカロリング家の上昇 とともに、その出自の地であるライン ・モーゼル
川流域からいくつかの親族集団がフランク王国全体に進 出し、厂帝国貴族層」の中核を形成 し
たと考えられている。これに対 してカロリング期から封建時代にかけての連続は、現在すでに
定説であるように思える。 ドイツでは長年の研究蓄積によってこの時期の権門の連続の主張は
一般に認 められている。またフランスについても、ヴェルナーがフランスのロワール地方を対
象に、9世 紀 と10世 紀の間で、伯、副伯か ら領邦諸侯へ、国王直属封臣その他の有力領主か
ら城主層への連続性を証明した諸研究は、名前だけでなく土地や支配権の継承も裏付けてお り、
説得力があつて高く評価された。
しかし注意すべきは、個人名が男系のみな らず女系を通 じて継承 される場合がよく見られる
ことである。名前に限らず、土地財産も部分的には女性を介 して相続 される。息子がなく娘が
いる場合には、支配権や財産は娘の夫に移るのが原則である。こういう条件下では、同一の名
前のグループが世紀を隔てて見いだせ るとしても、両者が勢力として連続 しているとい うこと
は必ず しも断言できない。その間に新勢力が現れ、旧勢力の女性を妻にして支配権を獲得して
いく可能性がありうるからである。コンスタンス ・ブリテン ・バウチャー ドはこの点をついて、
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かつてマル ク ・ブロックが述べた 「成 り上が り者」の参入とい う説を擁i護している。11,12世
紀の家門史に現れる出自不明の開祖こそ、この 「成 り上が り者」であるとい うのである。
さらに注意 しなければならないことがある。カール ・シュミットやジ ョルジュ ・デュビイに
従えば、カロリング時代の権門はまだ世代を越えて手つかずで継承される所領や支配権を持っ
ていないので、その親族構造には男系系族を核とする家門としてのまとま りは存在しない。た
だ個人を中心に男系、女系が横に広がった共系的な親族関係のみが認められる。姓が存在 しな
いのもこのためである。また上記のように、人が必要に応 じて男系 ・女系の区別なく高貴な出
自を主張しやすかったのもこのためである。これに対 して10世 紀以降では権門は上層部か ら
順に特定地域の支配権の男系単系系族による世襲を実現 し、この系族を核とする家門を確立し
た。 この時点から私たちは権門の系譜を比較的容易に作成することができるのである。 こうし
て11世 紀までに家門を確立した諸侯や城主の階層については、一般的に言 えばカロ リング時
代の権門との血統の連続が認められるが、9,10世 紀には新人の参入の可能性もあり、また親
族構造の大きな変化があったことが推定 される。 したがって私たちは単純な連続説を支持する
ことはできない。
次に問題になるのは、11世 紀以降の戦士的領主階級 と貴族意識の関係である。すでに述べ
たようにブロックは、11世 紀以降この階級全体がある種の同身分意識を共有 していた と主張
した。これに対しヴェルナーはこの階級は貴族 と非貴族から成っていたと考えた。 これにっい
ては両者がそれぞれ研究の主なエリアとしたフランスとドイツの違いをまず指摘することがで
きる。 ドイツでは戦士階級の下層は非自由の隷属民 と見なされていたからである。
しかし、 フランス各地について行われた地域研究は問題がより複雑であることを教える。
ジャン=ピ エール ・ポ リーとエリク ・ブルナゼルは、戦士的領主階級の社会的地位を①諸侯 ・
城主、②村の小領主、③ 自立可能な土地財産を持たない家中戦士に分けた上で、11,12世 紀の
各地の証書に登場する人物の肩書きと社会的地位の関係 についてまとめている。まず南フラン
スでは、すべての戦士的領主に 「騎士」(miles)と い う肩書きを与え、その上で①を 「より貴
族的な騎士」厂殿にして騎士」な どと形容 して区別する形が一般的であるのに対 して、北フラ
ンスでは①のみを 「貴族」(nobilis)あ るいは 「殿」(dominus)と 呼び、②と③を 「1騎士」
と呼ぶ傾向が強い。中部フランスは概して中間的な形態(① 、②を 「貴族」と呼ぶ一方で②、
③を 「騎士」 と呼ぶ)を 示すが、クリュニー修道院のあるマコネ地方は顕著に南フランス型を
示す。ここから彼らは、諸侯 と城主を貴族として他 の集団か ら差異化しようとする傾 向と、戦
士階級をお しなべて 「騎士」とみなそ うとする傾向一それはクリュニー修道院に始ま り、その
修道制の発展とともに南フランスに拡大 した)一 を見いだしている。クリュニー派の思想では、
すべての戦士たちは王に代わって教会を守 り、貧者 を助けることで、神 に仕える 「騎士」とな
るのであって、社会的地位 は副次的な問題なのだ。こうして私たちは、戦士的領主階級の中の
階層差は確かに意識 されていたが、それを捨象するような身分イデオロギーも11世 紀 ごろか
ら力を持ち始めていたことを知るのである。
ドイツでは自由身分の 「貴族」 と隷属身分の戦士=役 人である 「家人」((Dienstmann)の
間には越えがたい断絶があるようにも見える。後者には原則的に移住の自由はなく、集団外の
212
貴族とは何か一西ヨーロッパ中世の場合一
人間と主君の許可なく結婚することも禁 じられている。財産相続にも主君の許可を買い取る必
要があるのである。 しか しこのような隷属関係を過度に重視 して、 ドイツ社会の特異性を強調
することは必ず しも当を得ない。彼 らは主君の領主裁判権には服 さず、公的裁判に服 した。ま
た彼 らの地位は慣習法によって保証されてお り、たとえば主君から封土が与えられない時には
他の主人を持つことも認め られた。複数の主君を持つ者も見 られる。フランスの家中戦士や小
土地受封者で主君の役人として働いた者の地位は実質的に ドイツの家人とどれほど違 うだろう
か。要するに家人制は封建的主従制のひとつのヴァリアン トー主君 と家臣の力関係の不均衡に
より、家臣の従属性が突出した類型一に過 ぎない。 「自由」 と 「隷属」の区別を重視する ドイ
ツ法制の中で、その従属性が隷属民のそれになぞ らえられた と見ることができる。実際には自
由人戦士層に出自するものでも家人となるものがあり、家人とい う地位は不名誉 とは見なされ
ていなかったのである。まもなく騎士制度が自由人 「貴族」戦士層 と 「家人」を連結すること
になる。
それでは戦士的領主層の身分的一体化 と 厂法的貴族」への変化はどのような条件のもとで進
行 したのか。まず前提 として当時の戦士たちの親族意識に触れておく必要がある。10-12世 紀
には男子系族を核 とする家門の形成が見 られたことは先に述べたが、個々人の親族意識はこの
家門に完全に収束するものではなかった。戦士階級には女性から見ての上昇婚への志向があり、
婚姻は階層を越えて結ばれることが多かった。そしてこの階級の個々人は自分を中心とし男系、
女系を含んで横に広がる親族関係 を意識 し、しばしばその意識に基づいて行動した。個人の先
祖が言及 される時も、出自家門の祖のみな らず、こうした親族関係における最も高貴な祖先が
それな りの意味を持った。 こうした親族意識は、階層差を越えるような階級意識の形成を促進
した一要素であるといえよう。
次にフランスとドイツにおける貴族身分形成の諸条件を概観する。フランスの戦士的領主階
級は12世 紀後半には新たな変動を経験した。まず国王や諸侯の広域的支配権が強ま り、城主
たちはしだいにその自立性を失っていく。以前の軍事的権限に基づく一円的罰令権や課税権は
単なる経済的利権 と化 して細分化 されていく。他方で流通経済の発展はかつてさまざまな職能
集団を抱 え込んでいた大領主たちの 「家」の解体を促 し、そこを出た家中戦士は封土を得て小
領主 となっていく。彼 らもより上の階層 と同様に、土地財産の大部分を男系単系の系族で世襲
するようになる。もちろん領主たちの財産規模には依然として大きな差があるが、領主として
のありかたには共通性も出てくる。そして彼 らは皆、封建制度の下で王侯に家臣(vassal)と
して緊密に従属 しつつ、連帯意識を育むようになる。
彼 らはまた、成長著 しい都市の有力者を脅威 と感 じこれに対抗 しようとした。その時彼 らは
戦士としての徳 目、っま り 「騎士道」を自分たちに固有のものとして鼓吹するようになる。 こ
うして 「貴族性」 と 「優れた騎士であること」はしだいに一体化 していく。優れた騎士は魂の
貴族性を持つのであるが、そ うした魂の貴族性は騎士の家系の人間に特有のものである、とい
うわけだ。ふたたび証書類の肩書きに戻れば、12世 紀末ごろから、戦士的領主階級 の全員が
「殿」 とも 「騎士」 とも呼ばれるとい うことになる。13世 紀はこうした観念の上に立って、地
方慣習法 レベルで貴族の身分規定が成立していく。一般的には騎士を先祖に持つ(こ の場合は
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多くの地方で先祖を男系に限定する)者 が 「貴族」 として特別の法的地位を得ることになる。
もちろん貴族集団は閉じたものではなく、王侯による騎士叙任や暗黙の 「潜 り込み」によって
都市民、農民からの参入が続いていた。
ドイツでは、「家人」たちが12世 紀以降、大領主の 「家」から自立してしだいに土地財産を
安定的に保有す るようになり、諸侯の家臣として自由身分の領主たちと肩を並べるようになっ
ていった。またその子弟で教会人 となった者 も顕職に就 くようになった。騎士道文化も彼 らと
自由身分の領主の問で共有された。 こうい う状況で、13世 紀ごろか ら上層家人は 「騎士」 と
も 「貴族」とも呼ばれるようになる。 しかし自由人戦士としての 「貴族」がまだ残存 していた
地方では、13世 紀においても彼 らと家人 との間には壁があ り続けた。戦士的領主階級の 「貴
族」 としての法的、社会的一体化がほとんどの地域で進むことになるには14世 紀を待たねば
ならない。
現在まで明 らかにされた史実から言えば、戦士的領主階級の身分的一体化を11世 紀に求め
たマルク ・ブロックの見解は修正が必要であ り、ヴェルナーの見解のほうが現実に即している。
ただ し中世後期の貴族身分の形成 に騎士理念、騎士制度 が大きな役割 を果た した とい う
ブロックの見方は今 日も支持 され る。12,13世 紀において、政治と社会の変化に規定されて戦
士的領主階級の一体化 と貴族身分形成が同時進行するのであるが、その際に騎士理念 ・騎士制
度が触媒のような機能を持ったと言えるだろう。
中世末期には、王侯による課税の発達によって、貴族 と非貴族の分界線にはいっそ うの鮮明
さが求められることになる。西欧における国王課税はもともと軍役代納金 としての性格を持っ
ていた。大陸の戦士的領主層は、自ら軍役を果たす とい う理由で、税の減免め原則を勝ち取っ
たのである。ただし貴族は税が減免されるという原則が確立しても、誰が貴族であるかはさほ
ど自明のことではない。減免を得ようとするものは自分が貴族であることを証明することに努
め、税負担を求める役人はその証明を吟味することになる。 こうして貴族身分の法的枠組みは
より厳格なものとなる。
しかし実際には貴族であることの証明や反証は、問題 となる人物の先祖の生活様式に対する人
びとの記憶に基づいて行われたのであり、いわば法原則に対する事実の優位が見られた。法的
に言えば所領取得、貴族的生活様式や貴族 との通婚は、非貴族の家系を貴族のそれにす るわけ
ではない。しか しこうした事実はその家系が貴族であったとい う推定を導き易いのである。こ
うして貴族と非貴族の問には曖昧なグレーゾーンがあり続け、非貴族がこのゾーンを通過して
貴族身分へ潜 り込むことも可能であった。逆に貧窮化 した貴族家系は、貴族的生活様式を失 う
ことで本来の身分を証明する手段を失 う可能性があった。
他方で国王や諸侯が文書や儀式を通 じて非貴族に貴族身分を与える 「貴族叙任」もひろく行
われた。これは法的には明瞭な手続きであるが、これによる被叙任者は既存の貴族社会ではな
かなか威信を発揮することができなかった。非貴族であった前歴がこれによってむ しろ明確に
されるか らである。戦士的領主層の後裔こそが真性の貴族 とい う観念は根強いものがあったの
である。いずれにせよ貴族身分は決 して閉 じたものとはならなかった。
ちなみにイングラン ドでは戦士的領主階級に対する王税の減免原則は存在せず、この階級を
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継承するような貴族身分は形成されない。国王の大封臣と高位聖職者は 厂貴族院」に結集 して
特権的な政治的地位を確保 した。その他の戦士的領主層は庶民身分の 「貴紳」として州の自治
を担った。
中世末期か ら16世紀には、大貴族のかな りの部分が王国や領邦の首都に館 を構えて長期間
をここで過ごすようになる。その結果、君主を中心 とする宮廷貴族の集団が形成される。これ
と同時に文官貴族の集団が生まれてくる。上級の文官官職に就いた者には貴族と同様の特権が
与えられたし、貴族叙任が行われ ることも多かった。そしてフランスでは15世 紀の末から16
世紀にかけて、上級の官僚に条件付きの貴族身分が与えられるようになる。これが 「法服貴族」
である。こうして戦士的領主階級の伝統をひ く 「武門貴族」に文官貴族が対峙し、頂点に宮廷
貴族が位置する近世貴族社会が生まれてくる。ここにおいては日本の 「公家」社会と対比でき
るような状況も部分的には出現する。ただし、文官貴族もその子弟の一部を軍人としたように、
戦士的領主 としての伝統は最後まで西欧の貴族を支配するであろう。
〔関 連 文 献 〕
B.Arnold,G〃 鋭απ1(勿 ゆ 飾oo4,1050-1300,1985.
M.Bloch,Lαso6弼6彦04α16,1939-40,堀米 庸 三 監 訳 『封 建 社 会 』 岩 波 書 店 、1995。
C.B.Bouchard,TheOriginsof七heFreIlchNobility:AReassessment,、4卿6ケ加 〃 」田 ∫孟07ゼoα11～θ砂ゴθω,
86(1981),501-532.
G.Duby,1五)〃2〃z6sθ's〃π6伽名召s4θ 吻 θη498,1973.
」一P.PolyetE.Bournaze1,Lα〃zz諾α'∫oπノ診04α肱.X一 肋sゴ6616s,1980.
KSchmid,ZurProblema七ikvonFamilie,SippeundGeschlecht;HausundDynastiebeim
mittelalterichenAdel,Zθゴ云∫o勿舜 ノ勿θ7伽G6so妣 厩 伽0∂6励 θ勿s,cv,1957,1-62
K:F.Werner,[Ade1]beimLθ嫐oπ46s雌 伽 」α1姚,T.1,1986.
Id.,Untersuchungenzur:FruehzeitdesfranzoesischenFuerstentums(9-10Jahrhundert),1)ゴθ 既Z'
αなG6s6hゴoh孟 θ,18,1958,256卩289;19,1959,146-193,20,1960,87-119.
Id.,5〃 勿o'z676s1}01髭 ∫(1πθs4z4〃zo〃 吻 ノ豼αη6r晩 一朋sゴ261θs丿,1979.
江 川 温 「見 よ 、 こ の 種 に し て こ の 草 あ り 一12世 紀 北 仏 貴 族 の 親 族 ・祖 先 意 識 一 」、 前 川 和 也 編 『家 族 ・
世 帯 ・家 門 一 工 業 化 以 前 の 世 界 か ら 一 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 、1993、125-148。
同 「貴 族 ・家 人 ・騎 士 」、 江 川 温 ・服 部 良 久 編 『西 欧 中 世 史(中)』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 、1995、103-127。
同 「商 業 デ ロ ジ ア ン ス 規 範 の 生 成 」、 前 川 和 也 編 『ス テ イ タ ス と 職 業 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 、1997、135-155。
215
